広報資料
第１１回ＡＭＥＩＣＣ化学産業ＷＧの開催について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年６月２８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 経　済　産　業　省

                                                             製造産業局化学課

１．概要
　ＡＭＥＩＣＣ（AEM-METI Economic and Industrial Cooperation Committee:日アセアン経済産業協力委員会）の活動の一環として、１９９９年に日本とアセアン諸国の化学産業の相互理解と健全な発展を促進することを目的として発足した、化学産業ワーキンググループ（ＷＧＣＩ）の第１１回会合は、７月１１日から１２日の日程で、インドネシアのジャカルタで開催することを決定した。

　今次会合の主な議題は、東アジアの化学物質管理制度の調和について、日本とアセアン諸国で意見交換を行う他、日本から「製品含有化学物質情報伝達に係る基本的指針」の紹介、２００６年度に日本が実施するアセアン化学産業向けの研修事業（ＧＨＳ専門家育成事業、レスポンシブルケア活動の支援事業）、省エネ・環境技術等の最近の化学産業を巡る動きなどを報告する。また、特別オープンセッションとして、中国、韓国の官民代表を招待して、東アジアにおける化学産業の官民代表が一同に会して、「東アジアの石油化学産業の現状と将来展望」をテーマに意見交換を行う予定。
２．会合日程
　平成１８年７月１１日（火）～７月１２日（水）

３．開催地

　インドネシアのジャカルタ
３．主な議題

－東アジアにおける化学物質管理制度の調和と技術協力
－アセアン諸国の化学産業、投資促進政策、スペシャリティ化学産業の動向
​－世界の石油化学産業の需給見通し
－最近の化学産業を巡る動き

－特別オープンセッション（東アジアの石油化学産業の現状と将来展望）
４．問い合わせ先

　　経済産業省製造産業局化学課　杉原井、馬場　（ＴＥＬ　０３－３５０１－１７３７）
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